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JMPをマスターしよう データ分析を効率化するTips編
(全2回)

第1回： 2023.6.20
第2回： 2023.6.27
SAS Institute Japan 株式会社
JMPジャパン事業部

JMPをマスターしよう データ分析を効率化するTips編

第1回：分析用データ作成までのTips
第2回：データ分析、レポートの保存/共有に関するTips

データ分析の流れ

第2回では主にこの部分
に関連するTipsを紹介

第1回では主にこの部分
に関連するTipsを紹介
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目次

イントロダクション
1.「データの読み込み」のTips
2.「分析用データの作成」のTips
3.「データの可視化/分析」のTips
4.「分析結果の保存と共有」のTips
5.ワークフロービルダーによる定型処理の実行

• 本セミナーでは、現時点での最新バージョン「JMP 17.1」(Windows版) を使用しま
す。そのため、今回紹介したTipsのうち、以前のバージョンではできないものもあり
ます。

• 本資料では、いくつかのTipsで環境設定を変更する方法を紹介していますが、Mac版
では [JMP] > [環境設定] を選択します。

• 本資料でMicrosoft Excelは、略してExcelと表記しています。

イントロダクション
データ分析で、なぜExcelではなくJMPを使うのか？

統計解析を
行うから

データを探索
的に分析した

いから

簡単にデータ
の可視化がで

きるから

簡単に分析結果
が出るから

効率性
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イントロダクション
本セミナーの目的

近年では、分析に手間をかけず効率的に行いたいという
ニーズが増えている

JMPでも、データ分析を効率的に行う機能が多く搭載さ
れている

⇒ データ分析を効率化するTipsをいくつか紹介し、
ご参加者の”分析の効率化”に貢献する

イントロダクション
使い方ヒント

JMPを最初に起動すると表示される
（[ヘルプ] > [使い方ヒント]）

JMPを使う上でのヒント集
⇒ JMPでは知っていると便利な機能
がたくさんある

知っていると作業効
率が上がるヒントも
たくさんある
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イントロダクション
JMP開発者より

動画のLink

ユーザの痛みを和らげる？
⇒ 以前の作業時間を大幅に軽減（生産性
の向上）
（例）
• 一括して分析を実行できる
• プログラミングが必要だった分析がマ

ウスで完結する

イントロダクション
データ分析において、JMPとExcelが得意なこと

• データ入力
• データ加工
• 関数を使った計算
• 簡単なデータ集計、グラフ化

• データクリーニング（欠測値の
確認、外れ値の確認を含む）

• データ加工
• 計算式の作成
• データの視覚化
• 探索的なデータ分析
• 統計分析（モデル化、多変量解

析など）

それぞれの得意なことを知って、使い分けることが大切
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https://community.jmp.com/t5/Discovery-Summit-Japan-2020/Anabolic-Aphrodisiac-or-Analgesic-%E7%AD%8B%E8%82%89%E5%A2%97%E5%BC%B7%E5%89%A4-%E5%AA%9A%E8%96%AC-%E9%8E%AE%E7%97%9B%E5%89%A4-John-Sall-Plenary/ta-p/336747
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イントロダクション
本セミナーで主に使用するデータ

Link: Kaggle

• 日本にある300以上のホステ
ルに関する情報

• データはcsv形式
（Hostel.csv）で提供されて
いる

• 各ホステルに対し、存在する
都市、都市の中心からの距離、
評価（総合、雰囲気、清潔さ
など）がデータ化されている

1.「データの読み込み」のTips
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テキスト、Excelファイルの読み込み
ファイルの場所を指定して読み込み

A. JMPスターターの読み込みウィザードを
使用

B. メニューバーから [ファイル] > [開く]
を選択し、読み込むファイルを選択

テキスト、Excelファイルの読み込み
プレビューによる読み込み

Excel読み込みウィザード プレビューを使用して読み込み
（テキスト形式）

ファイルの場所を指定してExcelファイル読み
込む際、デフォルト設定では起動する

ファイルの場所を指定してテキストファイル読
み込む際、開く方法として「データ（プレ
ビューを利用）」を選択して開くと起動する
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テキスト、Excelファイルの読み込み

• Excelファイル（.xlsx）をドロップ ⇒ Excel読み込みウィザードが起動
• テキストファイル ⇒ 環境設定を使用して開く（デフォルトでは、1行目を列名、

2行目をデータを開始行として読み込む）

ファイルそのものを
ウィンドウリストへ
ドロップ

Tips1-1 読み込み対象ファイルをウィンドウリスト
にドロップしても開くことができる

2. 「分析用データの作成」のTips
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データテーブルにヒストグラムを表示

ヒストグラムの色を尺度に
よって変更する方法

• メニューバーから [ファイ
ル] >[環境設定] を選択
し、環境設定のグループの
中から [テーブル]を選択

• 右下に表示される「ヘッダ
の要約グラフ」から、尺度
ごとの色を選択

ヒストグラムのアイ
コンをクリック

列名の下にヒスト
グラムを表示

データテーブルにヒストグラムを表示

詳細なグラフや統計量を調べたい列を選択
し、右クリックメニューから [「一変量の
分布」で開く] を選択

選択した列に対する「一変量の分布」の
レポートを表示

Tips2-1 . ヒストグラムの右クリックメニューにより、選
択した列に対する「一変量の分布」レポートを表示できる
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欠測値を調べる

[分析] > [スクリーニング] > [欠測値を調べる] 
を選択し、調べたい列を [Y,列] に指定

指定した列に対する欠測値の個数を表示

欠測値を調べる

欠測値のスナップショット
欠測値のパターンを行×列のグラフ
で表示、黒色のセルは欠測値を示す

欠測値のクラスター分析
• 行における欠測値のパターンをク

ラスターでグループ化する
• 青色が非欠測、赤色が欠測を示す

Tips2-2 「欠測値のクラスター分析」、「欠測値のスナッ
プショット」コマンドで、より詳細に欠測値を探索できる

17

18



Page 10

一致する列の選択

セルを選択し、右クリックメニュー
から [一致するセルを選択]を選択

利用例：
• ある列の欠測値セルをすべて選択して、

行の除外、行の削除などを行う
• 値が0(ゼロ)のセルを選択して、0のセ

ルが何件あるか調べる

選択された行数（同じ
値をもつ行数）を把握

Tips2-3 [一致するセルの選択]で、選択しているセルの値
と同じ値の行を選択できる

値の表示順序を変更
カテゴリの表示順序を設定

列名を右クリックし、[列プロパティ] > 
[値の表示順序] を選択

表示順序を指定
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値の表示順序を変更

グラフの軸を右クリックして [値の表示順序
を編集] を選択
⇒ 値の順序を編集するウィンドウを表示

Tips2-4 値の表示順序は、グラフの軸を右クリックするこ
とでも指定できる

再コード化
値の変更

主にカテゴリカル変数について、”古い値”か
ら”新しい値”に変更する機能

利用例
• カテゴリの併合
• 大文字と小文字の表記を統一して同一の

カテゴリに
• 文字 ⇒ 数値 に

再コード化したい列を選択して、 [列] > [再コード化]を選択
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再コード化

例：列「Distance」の値からkmの数
値を取り出す
（値 “2.9km from city centre” から
2.9の数値を取り出す。）
• 「再コード化」の左上にある赤い

三角ボタンから [詳細] > [セグメ
ントの抽出]を選択

• 区切り文字について次のように設
定する

• 句読点を含めるのチェックを外す
• 文字として “km” を入力
• 「再コード化」の左上にある赤い

三角ボタンから [数値として解析]
を選択

• [再コード化]ボタンをクリック

Tips2-5 再コード化の[セグメントの抽出] を用いると、区切り
文字を指定することにより、文字列から文字や数値を抽出できる

データテーブル

スクロールロックされた列
（データテーブルの左側に表示）

Tips2-6 「スクロールロック」した列は、列を右側
にスクロールさせても表示される
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データテーブル

グループ化した列

Tips2-7 「列のグループ化」を指定した複数列は、
まとめて列の役割を指定できる

第1回の宿題

1. JMPのサンプルインポートデータ「Sandwiched.xlsx」を開いてください。
ファイルの場所（C:¥Program Files¥SAS¥JMP¥17¥Samples¥Import Data）

2. データテーブルのヒストグラムを開き、各列の分布を確認してください。また、列「Category」につ
いて、「一変量の分布」で開き、大文字と小文字のカテゴリが混在していることを確認してください。

3. 列「Category」について再コード化を実行し、次のように表記を統一してください。
FROZEN, Frozen ⇒ Frozen に統一
BEEF, Beef ⇒ Beef に統一
再コード化した列の列名は、「Category (Recode)」とします。

4. 全問で再コード化した列について値の表示順序を次のように変更してください。
Chicken, Beef, Turkey, Ham, Fish, Tune, Veggie, Frozen

5. 「Category (Recode)」について一変量の分布を実行し、度数が1しかないカテゴリのデータ行は、非
表示かつ除外を行ってください。

6. 連続尺度の列「Calories」～「Weight」の7つの列について、列のグループ化を行ってください。

7. ここまでの操作を行ったデータテーブルを、任意の場所に「Sandwich_in_Excel_analysis.jmp」 と
いう名前で保存してください。
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3.「分析データの可視化 / 分析」のTips

列ビューアの利用

[列] > [列ビューア]を選択し、要約したい列をすべて選択し
[要約の表示] ボタンをクリック （列を選択していない場合
は、すべての列が要約される）

Tips3-1 「列ビューア」で各列の要約統計量を即座
に表示できる
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コマンドの一括適用

Ctrlキーを押しながら、赤い三角
ボタンをクリックし、コマンド
（左記の例では [直線のあては
め]）を選択すると、同じタイプ
のレポートにも、同じオプション
が適用される

Tips3-2 Ctrlキーを押しながらコマンドを選択すると、その
コマンドが同様の形式のレポートすべてに適用される

コマンドの一括適用
Ctrlキー活用例

グラフのサイズを一括変更

軸の設定を一括変更

Ctrlキーを押しながら、一番
左のグラフの右下をドラッグ
し、小さくする

• 一番左のヒストグラムの軸設定（最小値、
最大値、目盛り間隔など）を変更

• 設定を変更したグラフの軸を右クリックし、
[編集] > [軸の設定をコピー] を選択

• 別のヒストグラムの軸をCtrlキーを押しな
がら右クリックし、[編集] > [軸の選択を
貼り付け]を選択
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連結したレポートの作成

統計量などが出力されているレポート部分を右ク
リックし、[連結したデータテーブルの作成] を選択

同じタイプのレポートの統計量が連結
され、データテーブルとして出力する

Tips3-3 「連結したデータテーブルの作成」のコマンドで、
同じタイプの統計量をデータテーブルにまとめられる

前回の設定を利用

同じプラットフォームで[前回の設定]ボタン
をクリックすると、直前の操作での列の設定
が反映される
（JMPを終了すると設定はリセットされる）

[表示] （Mac版では [ウィンドウ]） > [前回使
用したプラットフォーム] （ショートカット Ctrl 
+ L） により、直前に使用したプラットフォーム
が起動し、そのとき指定した列の設定が反映され
る
注意：仕様上、いくつかのプラットフォーム ([グ
ラフビルダー] , [モデルのあてはめ] など）では、
この機能は利用できない
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プラットフォーム環境設定

レポートでさまざまなオプションを実行した
のち、[プラットフォーム環境設定] > [変更
を保存]を選択
⇒ 次回、同じプラットフォームを実行する
と、保存したオプションが自動実行される

Tips3-4 「プラットフォーム環境設定」で、各プラットフォー
ムであらかじめ実行しておきたいオプションを選択できる

プラットフォーム環境設定
環境設定ウィンドウ

[プラットフォーム環境設定] > [開く]を選択
すると、左図のような環境設定が開き、自動的
に実行したいオプションにチェックをいれる

元の設定に戻したいとき

• [このプラットフォームのみデフォルトに
戻す]

または
• [デフォルトに戻す] （すべてのプラット

フォームの設定をデフォルトに）

を選択
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4. 「分析結果の保存と共有」のTips

スクリプトをデータテーブルに保存

分析の記録を残したい、再現できるようにし
たい場合は、スクリプトをデータテーブルに
保存しおき、そのファイルをjmp形式で保存
しておけばよい

データテーブル左上
にスクリプトを保存
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36



Page 19

レポートの書き出し

• [ファイル] > [書き出し] を選択し、
書き出すときのファイル形式を選択

• ファイル名を指定して保存する

Tips4-1 レポートをファイルとして保存したい場合は、
[書き出し]も利用できる

ダッシュボード

• 表示しているレポートウィンドウ右下に
チェックをいれ、▼ボタンから [ウィンド
ウの結合]を選択

• 結合したいウィンドウを選択し、ダッ
シュボードを作成できる
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ダッシュボード

保存したスクリプトを実行すると、
ダッシュボードを再起動できる

Tips4-2 ダッシュボードもスクリプトとしてデータ
テーブルに保存しておくことができる

ファイルに発行

ファイルに発行したいレポートを選択し、
ファイルのタイトルや説明文を入力

Tips4-3 ファイルに「発行」する方法で、複数のレ
ポートをまとめ、ブラウザで参照できるようになる
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ファイルに発行

Webブラウザでレポートを参照
図をクリックすると、詳細なレポートが表示される

選択ツールの利用

メニューバーから [ツール] > [選択ツール] を選択する
マウスカーソルが選択ツールのアイコン（ ）に変わるので、貼り付けたい範囲を選択する

他のアプリケーションに貼り付け
右クリックし、[編集] > [コピー] を選択する（クリップボード上にコピーされる）
貼り付け側のアプリケーション（Power Pointなど）上で貼り付けを行う
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選択ツールの利用

画像ファイルとして保存
• 選択ツールで対象となるグラフを選択し、[編集] 

> [選択部分を保存] を選択
• ファイルの種類（pngなど）とファイル名を指定し

て保存する

Tips4-4 「選択部分の保存」を用いると選択しているグ
ラフのみを画像ファイル形式（pngなど）で保存できる

5. ワークフロービルダーによる定型処理の
実行
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ワークフロービルダーとは
JMP 17の新機能

JMP 使い方ヒントより

• 分析作業の手順（データ読み込み ⇒ データ
の加工/クレンジング、⇒ 可視化/分析 ⇒
レポートの保存）を記録し、再現できるスク
リプトを作成

• 手順は文章として記述される
• 手順をワークフローファイル（*.jmpflow）

として保存できる

利用用途
• データが変更されたとき、または同様の

データに対するの定型的処理（データ読
み込み、加工など）を実行

• 分析プロセスの記録
• ワークフローファイルを組織内で共有し、

分析手順を共有
⇒ 分析作業の効率化

ワークフロービルダーを使用するときのポイント

• 記録開始後、一つ一つのステップ（JMPの操作）
について、記録されていることを確認する（必要
に応じて、ステップのコードを確認する）

• 操作を誤ったステップは削除する

記録時

確認時

• ステップごとに実行し、正しい動作がされている
か確認する（ステップを選択し、右クリックメ
ニューから [選択されている項目を実行]）

• 最後にすべてのステップを実行し、正しく動作さ
れているか確認する

最終的には、[ファイル] > [名前をつけて保存] を選
択し、JMPワークフロー形式（*.jmpflow）で保存する
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ワークフロービルダーを利用するときの注意点

1. ファイルの読み込みや保存は、ファイルがあるフォルダの場所
がスクリプトとして保存される

⇒ 別のデータに利用するときは、ファイル名やファイルのある場所に
注意し、必要に応じてスクリプトの該当部分のパスや名前を編集する

2. 必ずしもすべての操作が記録できるわけではない

例：スクロールロックの設定、セルの値の編集

3. 新しいデータに必ずしもワークフローが適用できないケースが
ある

例：データの最後の行を除外したい ⇒ 最後の行を選択して除外

⇒ データ数が増えた新しいデータに対しそのワークフローは適用でき
ない

2,3 については、スクリプトを記述する必要がある
⇒ 赤い三角ボタンから [スクリプトウィンドウに保存]を選択

第2回の宿題

第1回の宿題で保存したjmpファイル「Sandwich_in_Excel_analysis.jmp」について、以下の操作をお
こなってください。

1. 「二変量の関係」で、Yにグループ化した列（7つ）、Xに「Category(recode)」(再コード化した
列)を指定し、実行してください。

2. Ctrlキーを使用し、すべてのレポートにオプション [平均と標準偏差]を適用させてください。

3. スクリプトをデータテーブルに保存してください。

4. 問2で表示させた「平均と標準偏差」のレポートについて、連結したデータテーブルを作成してくだ
さい。

5. 問2で表示させたレポートをRTF形式（リッチテキスト）形式で書き出してください。

6. 問2の一元配置分析のグラフ（一番上のもの）を選択ツールで選択し、PNG形式で保存してください。
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まとめと参考情報

Tipsのまとめ

Tips番号 Tipsの内容 Tips詳細

作業の効率化

に役立つか

多くの変数

を分析する

ときに有用

1-1 ウィンドウリストを使ったデータの読み込み 読み込み対象ファイルをウィンドウリストにドロップしても開くことができる ★★★☆☆

2-1 右クリックメニューによる一変量分析 ヒストグラムの右クリックメニューにより、選択した列に対する「一変量の分布」レポートを表示できる ★★★☆☆ 〇

2-2 欠測値の探索コマンド 「欠測値のクラスター分析」、「欠測値のスナップショット」コマンドで、より詳細に欠測値を探索できる ★★☆☆☆

2-3 一致するセルの選択の活用 [一致するセルの選択]で、選択しているセルの値と同じ値の行を選択できる ★★★★☆

2-4 グラフを使った値の表示順序の変更 値の表示順序は、グラフの軸を右クリックすることでも指定できる ★★★★☆

2-5 再コード化による文字や数値の抽出 再コード化の[セグメントの抽出] を用いると、区切り文字を指定することにより文字列から文字や数値を抽出できる★★☆☆☆

2-6 スクロールロック 「スクロールロック」した列は、列を右側にスクロールさせても表示される ★★☆☆☆ 〇

2-7 列のグループ化 「列のグループ化」を指定した複数列は、まとめて列の役割を指定できる ★★★★☆ 〇

3-1 列ビューアによる要約統計量の表示 「列ビューア」で各列の要約統計量を即座に表示できる ★★★★☆ 〇

3-2 Ctrlキーによるコマンド一括適用 Ctrlキーを押しながらコマンドを選択すると、そのコマンドが同様の形式のレポートすべてに適用される ★★★★★ 〇

3-3 連結したレポートの作成 「連結したデータテーブルの作成」のコマンドで、同じタイプの統計量をデータテーブルにまとめられる ★★★★★

3-4 プラットフォーム環境設定 「プラットフォーム環境設定」で、各プラットフォームであらかじめ実行しておきたいオプションを選択できる ★★★☆☆

4-1 ファイルを書き出すことによる保存 レポートをファイルとして保存したい場合は、[書き出し]も利用できる ★★☆☆☆

4-2 ダッシュボードの保存 ダッシュボードもスクリプトとしてデータテーブルに保存しておくことができる ★★★☆☆

4-3 ファイルに分析結果を発行 ファイルに発行する方法で、複数のレポートをまとめ、ブラウザで参照できるようになる ★★☆☆☆

4-4 選択部分の保存 「選択部分の保存」を用いると選択しているグラフのみを画像ファイル形式（pngなど）で保存できる ★★★☆☆
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JMP 17 トライアル版

ダウンロードページ

• 製品版JMPと同機能を、アクティベーション（ライセンス
認証）後、30日間試用可能（1回限り）

• Windows版/Macintosh版を用意

JMPをマスターしよう オンデマンド版
JMPを学べる無料動画

• 「JMPをマスターしよう」セミナーのオンデマンド版
• オンデマンド用に短めの動画に再構成
• Tipsや有用な機能の紹介

JMPをマスターしよう（日本語版）セミナー一覧
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https://www.jmp.com/ja_jp/download-jmp-free-trial.html
https://community.jmp.com/t5/Mastering-JMP/tkb-p/learn-jmp-tutorials-tkb/label-name/japanese?_ga=2.152566266.297490035.1662940221-799127261.1662711660
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JMPユーザコミュニティのブログ（日本語）
JMPの情報満載のブログサイト

JMP User Communityのブログ（Naohiro Masukawa）

• JMPに関する記事を投稿
• データ分析例について
• アピールできる機能について
• 便利な機能
• セミナー等のご案内

jmp.com

Copyright © SAS Institute Inc. All r ights reserved.
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https://community.jmp.com/t5/Naohiro-Masukawa/bg-p/nmasukawa-blog
http://www.sas.com/



